
本巣市地域おこし協力隊（協働型）

募集要項

１．目的

本巣市は、日本のほぼ中央、岐阜県の南

西部に位置し、県都岐阜市に隣接する人

口約３万２千人のまちです。南北に長い

本市は、山間部の北部地域と平野部の南

部地域に分かれており、樹齢 1500 年以上

を誇る日本三大桜のひとつ「根尾谷淡墨

桜」をはじめ、豊かな自然と大型商業施設

や住宅地が共存する、自然と都市が調和

するまちです。また、甘柿の王様といわれ

る「富有柿」やいちごの栽培が盛んで、全

国でも有数の産地を形成しています。

しかしながら、全国的な少子高齢化の

影響は本市にも及んでおり、特に地域おこし協力隊の活動拠点となる根尾地区及び外山

（とやま）地区では、人口流出や高齢化に伴う担い手不足が深刻化しています。この影

響は、農林業生産活動だけでなく、地域資源の保全や住民生活の維持にも及んでおり、

集落機能の弱体化が懸念されています。

そこで、本巣市地域おこし協力隊設置要綱（平成 24 年 4 月 24 日告示第 63 号）に基

づき、本市の地域おこし協力隊（以下「隊員」という。）として活躍する意思のある人

材を地域外から受け入れ、その定住を図るとともに、本市への人の流入を促進し、地域

を活性化するため、新たな視点・発想で本巣市を盛り上げてくれる隊員を募集します。

日本三大桜の一つに数えられる「淡墨桜」 本巣市を代表する特産物「富有柿」

２．本巣市の地域おこし協力隊について

本巣市では、平成 24 年度から地域おこし協力隊の受入れを開始し、これまでに 14 人

の隊員を委嘱してきました。隊員の任期終了後の定住率は 90.9％と、全国の割合と比

べて非常に高い状況です。（令和８年４月１日現在の定住率は 54.5％）



現在は３名の隊員が活動しています。活動中の隊員は、それぞれの経験やアイデアを

生かし、地域の方々や事業者と関わりながら、さまざまな地域協力活動に取り組んでい

ます。

３．主な活動内容

受入先となる以下団体と一緒に活動していただきます。

(1) 受入団体 一般社団法人山学（やまなび）

(2) 活動テーマ 自然体験キャンプ事業を育て、「学び」と「遊び」の場をつくる

(3) 主な活動内容

① 自然体験「ヤマナビキャンプ」の企画・運営、ブラッシュアップ

山学では、夏休みに子ども向け自然体験「ヤマナビキャンプ」を開催していま

す。川遊び、水生生物の採集・観察、火起こしや薪割り、昆虫のライトトラップな

ど、人気のプログラムを生かしながら、「本巣の自然でもっと何ができるだろう？」

【教育移住×地域の魅力発信】

移住者と地域住民との交流会を開催し、地域で暮らすために必要な情報交換やつな

がりづくりに取り組んでいます。今後は、こうした交流を生かし、教育移住を考える

親子への地域の魅力発信や体験企画につなげていきます。

【農産物×特産品開発】

本巣産農産物等のブランド化に向け、市内事業者による商品開発や販路開拓を伴走

型で支援しています。事業者との対話を重ねながら、地域資源を生かした特産品づく

りや販路拡大をサポートしています。

【根尾地域×持続可能な農業】

根尾地域の特性を生かし、将来にわたって農業を続けていくための持続可能な農業

モデルの確立に取り組んでいます。地域の農業者等との関わりを大切にしながら、地

域に適した農業のあり方を模索しています。



を一緒に考え、キャンプを磨いていきます。

② 春夏秋冬の新たな自然体験プログラムの立ち上げ・運営

「ヤマナビキャンプ」の参加者から

は、「夏だけでなく、ほかの季節にもや

ってほしい」という声が届いていま

す。まずは本巣の山や川、里山などに

実際に入り、四季折々の自然や、地域

の人が培ってきた知恵や暮らしに触

れてください。それらで感じたことを

基に、「これを子どもたちとやったら

おもしろそう！」というアイデアを見つけ、地域の人と一緒に、日帰りイベントや

宿泊体験などのプログラムとして形にしていきます。

③ 自然体験事業の広報・参加者募集・運営管理

面白い企画も、知ってもらい、参加してもらわなければ始まりません。SNS での

情報発信やチラシの作成、申込受付、保護者とのやり取り、講師やスタッフとの調

整、必要な備品や当日の進行の準備など、イベントの企画から実施までを一つひと

つ進めていきます。また、参加費や経費を確認しながら、実施後の振り返りを行い、

次の企画につなげていきます。

④ 学習支援「寺子屋シアン」への参画・子どもたちとの交流

週３回開いている学習支援・居場

所「寺子屋シアン」の運営にも関わり

ます。普段から子どもたちと過ごし、

興味や関心を知ることで、「こんな体験

をしてみたらおもしろそう」と、子ど

もたちの声や姿から新たな自然体験の

アイデアを見つけていきます。

⑤ 定例ミーティングなどの基本業務

週 1回、山学のメンバーとミーティングを行います。企画の相談や進捗確認、

困っていることの共有など、活動を一緒に進めていきます。

（受入団体からのメッセージ）

一般社団法人山学（やまなび）は、本巣

市の中山間地・小規模校区を拠点に、山あ

いで育つ子どもたちを支援する団体で

す。30 代の３人が立ち上げメンバー（う

ち１人は本巣市地域おこし協力隊 OB）と

なり、中山間地で生きる子どもたちを支

援し、教育・子育て環境の格差を解消する

ことを目指し、2024 年３月に設立しまし

た。今回の活動テーマである自然体験キャンプ事業は、2024 年に始まり、2026 年ま



４．応募条件

(1) 応募資格（次の各号の要件を全て満たす方とします。）

① ３大都市圏内外の都市地域及び一部条件不利地域のうち条件不利区域以外の区

域又は地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 252 条の 19第１項に規定する指

定都市に現に住所を有する方

※総務省地域おこし協力隊の地域要件を満たす方

② 採用後、生活の拠点を本巣市に移すとともに本巣市に住民票を異動することが

できる方

③ 心身ともに健康で、地域おこし活動に意欲と情熱があり積極的に活動できる方

④ 任期終了後も本巣市に定住又は関係する意欲のある方

⑤ 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条に規定する欠格事由に該当し

ない方

⑥ 普通自動車運転免許を有している方、又は着任時までに取得予定の方

⑦ パソコンの一般的な操作及びSNSの活用ができる方

(2) 求める人物像

① 自然や子どもと関わることが好きな方

② 自分のアイデアを、人と一緒に形にしていくことを楽しめる方

③ 地域の人との出会いや交流を楽しめる方

④ 自然や子どもに関わることを、自分の仕事として形にしてみたい方

５．募集人数

若干名

６．活動地域

本巣市根尾地区、外山地区及び市内関係各所

７．活動時間

(1) 活動時間は１日７時間、週４日の活動を基本とします。

(2) 活動日は原則、市役所開庁日としますが、休日の活動及び早朝夜間の活動は振替

対応とします。

でに４回開催していきました。続けてきたからこそ、人気プログラムとともに、「も

っとこうしたい」という次の目標も見えてきました。夏のキャンプをもっと魅力的に。

自然体験を春・秋・冬にも。そして、もっと多くの子どもたちに届け、継続していけ

る事業に。今、山学の自然体験事業を次のステージへ育てていくタイミングです。自

然の中で過ごすことが好きで、面白いアイデアを考えることも、それを人と一緒に形

にすることも好き。そんな人と一緒に、この先の山学をつくっていきたいと思ってい

ます。



８．雇用形態・期間等

(1) 地域おこし協力隊員として市長が委嘱します（市との雇用関係はありません）。

(2) 委嘱期間は、委嘱の日から委嘱日の属する年度の３月 31 日までを最初の期間と

します。次年度以降の委嘱については活動状況や実績等を勘案し、委嘱期間を更

新することができ、最長３年間とします。ただし、隊員として相応しくないと判

断した場合は、任期期間中であってもその職を解くことができるものとします。

(3) 委嘱日は、令和９年４月１日としますが、市との協議の上、調整可能です。

(4) 隊員は、協力隊としての活動に支障がない範囲で、副業を認めます。（要相談）

９．処遇・福利厚生等

(1) 報 償 費 233,000 円／月

※支給時には、源泉所得税が控除されます。また、賞与、時間外手当、

退職手当等は支給されません。

(2) 活 動 費 住居の借上費、活動用車両の借上費及び燃料費、旅費、作業道具、消

耗品等に要する経費、隊員の研修に要する経費などについては、予算

の範囲内で支給します。

(3) 福利厚生 市との雇用関係はないため、健康保険及び年金等については、個人負

担で加入が必要です。また、公務災害の適用はないため、傷害保険は

市で加入しますが、活動時の傷害のみが対象となります。

(4) 住 居 活動地域内において市が準備した賃貸住宅に自らが契約者となり入

居していただきます。家賃は予算の範囲内で市が負担します。

(5) そ の 他 着任準備に要する費用（引越し費用等）や転居に要する費用、水道光

熱費などの生活費、自治会費などは個人負担です。

10．応募手続き等

(1) 募集期間

令和８年 10 月１日（木）から 11 月 27 日（金）まで【必着】

(2) 応募方法

募集期間中に、下記提出書類を「13．応募・問い合わせ先等」まで郵送もしくは

メールで提出してください。

(3) 提出書類

① 本巣市地域おこし協力隊（協働型）応募用紙（指定様式）

② 住民票の写し

※１ヶ月以内のもの

※本籍・筆頭者、個人番号の記載は不要です。

③ 運転免許証の写し（表面・裏面）

※④ 地域おこし協力隊経験者であって、地域要件の特例の適用を受ける方は、「２年



以上続けて地域おこし協力隊として活動し、かつ解職から１年以内であること

が確認できる書類（委嘱状・解職状の写し等）」を提出してください。

11．選考の流れ

(1) 第１次選考（書類審査）

提出書類に基づき書類審査を行います。選考の結果は応募者全員に文書で通知し

ます。

(2) おためし地域おこし協力隊

第１次選考合格者を対象に、具体的な暮らしや仕事のイメージを持っていただく

ための２泊３日の体験プログラムを実施します。

※おためし地域おこし協力隊の実施は 12 月頃の実施を予定しています。詳細な日

程は、第１次選考合格者と調整の上、決定します。

※宿泊滞在場所は市で準備しますが、居住地～集合・解散場所の交通費及び飲食費

は自己負担となります。

※おためし地域おこし協力隊の実施が選考の結果に直接影響を及ぼすことはあり

ません。

(3) 第２次選考（面接審査）【オンライン可】

第１次選考合格者を対象に、事前に提出いただいた応募用紙に記載いただいた内

容に基づき面接審査を行います。日時や会場等は、別途お知らせします。

(4) 第２次選考結果のお知らせ

選考結果が決定次第お知らせします。合格者（内定者）とは、着任に向けた協議

を行います。合格者は、着任後に移住したことが確認できる住民票の写しを提出し

てください。

12．その他

(1) 募集要項、応募用紙等のデータは、市ホームページからダウンロードできます。

(2) 選考の参加のために必要な費用（交通費、郵送料等）は、応募者の負担となりま

す。また、提出された書類は返却しません。

(3) 審査等の結果は公表しません。

(4) 本募集は、本巣市地域おこし協力隊に関する予算の成立を前提に実施するもので

す。

(5) 応募と委嘱日が年度をまたぐ場合、国の制度変更や本巣市地域おこし協力隊設置

要項の見直しにより、活動時間や処遇・福利厚生等の一部が変更になる場合があ

ります。

13．応募・問い合わせ先

(1) 応募・お問い合わせ先

〒501-0491 岐阜県本巣市早野 255 番地



本巣市役所 企画部 企画広報課

TEL：058-323-5142

E-mail：kikakukouhou@city.motosu.lg.jp

(2) 事業委託先

(一社)岐阜県地域おこし協力隊ネットワーク

URL：https://www.gifuokoshi.com


